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日本初！病児保育コンサルティング事業スタート！
―“地域密着型”病児保育を全国へ―

◆「保育の闇」病児保育問題◆
今日は重要なプレゼン。でもこどもが熱を出した！保育園は預かってくれない！どうしよう！？
この病児保育問題は大変深刻であり、育児と仕事の両立に努力している母親の72.2%が
「悩みの種」として挙げているものです。しかし一方、病児保育を行っている施設は全国の保育園数の
約２％弱、という圧倒的に少ない状況で、子育てと仕事の両立を阻む社会問題となっています。
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NPO法人フローレンス （代表 駒崎弘樹） は、全国各地で病児保育事業の立ち上げを準

備している事業者や自治体の方を対象とした「病児保育コンサルティング事業」を
2006年3月から開始しました。

この事業では、弊社が全国に先駆けて展開している、地域密着型の病児保育のしくみ「こども

レスキューネット」をモデルとして、病児保育事業を行うために必要なノウハウを提供します。

現在、NPO法人フローレンスには、2005年4月の事業開始以来、全国各地の子育て世帯から

利用希望のお問い合わせが殺到しており、入会待機者数は250人以上と、病児保育ニーズの

高さは明らかです。それと同時に、全国の事業者や自治体の方からも、「自分たちの地域でも

病児保育事業を始めたい！」というお問合せが多数届いています。

こうした声に背中を押され、病児保育事業を全国に広げるべく、コンサルティング事業に着手

しました。

既に今月、第１回目の「病児保育事業合同説明会」を開催し、ご好評をいただきました。今後

も随時説明会を開催するほか、ご要望に応じて、より実践的なリスクマネジメントやコーディネー

ター研修、保育スタッフ研修などのコンサルティング事業を行って参ります。

◆ＮＰＯ法人フローレンス◆
「子育てと仕事そして自己実現の全てに誰もが挑戦できる、しなやかで
躍動的な社会」を目指して設立された、特定非営利活動法人です。
2005年４月、地域の子育てベテランママや小児科医と力を合わせ、
全く新しい地域密着型病児保育のしくみを、全国で初めて事業化し、
東京都江東区・中央区で展開しています。

東京都中央区新川2-5-1 PSAビル305
担当:岡本 ０３－３２０６－２６０４（電話）

０３－３２０６－３０４９（FAX）
info@florence.or.jp

特定非営利活動法人フローレンス http://www.florence.or.jp/


